
令和４年度 学校評価総括表

学校経営上の重点項目

No.1 確かな学力の育成と指導力の向上

No.2 基本的生活習慣の確立を図る生徒指導の徹底

No.3 人権尊重の精神の涵養を図る人権教育の推進

No.4 個に応じた支援を行う特別支援教育の推進

No.5 心身ともに健康な児童を育てる特別活動の推進

No.6 開かれた学校づくりの推進

徳島市方上小学校



令和４年度 学校評価 総括評価表(№１） 徳島市方上小学校
自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
主体的・対話的で深い学び 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

での実現に向けた授業改善 （評定） ○タブレットを活 授業の中で，ＩＣ
確かな学力 ①-1 朝の活動や授業の振り返 ①-1 低学年は，タブレットの 用した授業を， Ｔサポーターを積
の育成と指 ① 語彙力をつけ，学力の基 りにタブレットを活用し， 扱いに慣れ，全学年，タブ Ｂ 参観させてもら 極的に活用し，効
導力の向上 礎である漢字力･計算力を伸 自主的に学習ができるよう レットを活用した授業や家 って，黒板だけ 果的にタブレット

ばしたり，継続的に読書を にする。 庭学習を行うことができ の昔の授業に比 を活用した授業展
したりする。 た。 べ，よく分かる 開を考えていく必

①-2 発達段階に応じて調べ学 ①-2 中・高学年は，調べ学習 授業が行われて 要がある。
習やまとめ学習ができるよ やまとめ学習にタブレット いた。 タブレット端末の
うに，教材を工夫して授業 を活用することができた 操作技能に個人差
展開を行うとともに，読書 が，自主的な読書習慣は， がある。五能習得
習慣を身に付けさせる。 十分に身に付いていない。 のために，個別の

支援や，児童がペ
② 友達の思いや考えをしっ ②-1 発表の前に自分の意見を ②-1 自分の考えをノートにまとめ （所見） アを組み，教え合
かり聞くことができる。 ノートにまとめさせ，自分 る時間を十分確保することによ う等の工夫を行っ

の考えに自信をもてるよう って，友達の意見を聞き，発表 学習に真剣に取 ていく。
にする。 できる児童が増えてきた。 り組む児童が多 自分の考えを整理

②-2 「発表ナビ」を作成し， ②-2 「発表ナビ」が十分定着せず， く，落ち着いた したり，友達の意
自分の考えを分かりやす 聞いている人によく伝わるよう 環境で，学習を 見を聞いたりする
く伝える発表の仕方を身 に発表できる児童は，まだまだ 進めることがで ことが難しい児童
に付けさせる。 少ない。 きている。 がいるので，発表

タブレット端末 ナビ・聞き方ナビ
③ タブレットを活用し，自 ③-1 グループ学習を積極的に ③-1 画面共有機能などを有効 を活用した授業 の見直しをしてい
分の考えを進んで表現する 取り入れることで，自分の 利用することで，子ども同 は，各学年，昨 く。
ことができる。 考えを明確にする。 士が意見交換や作品の紹介 年度より進み， 読書については，

をしあうことができ，学習 児童の知識・理 だまって集中して
意欲が高まった。 解を深める上で 読書ができる児童

③-2 ワークシートやノート， ③-2 写真データや画像など， 効果を上げてい が増えてきたが，
タブレットなどを活用す 児童の思考過程が残るワー る。 学級文庫の入れ替
ることで，児童の思考の クシートを作成し，評価に 自分の意見をノ えや，図書室の本
過程が残るようにする。 も役だった。。 ートやタブレッ を充実させるなど

トにまとめ，自 して，読書の幅を
活動計画 活動計画の実施状況 信をもち，友達 広げていきたい。
①-1･2 ICTサポーターによる ①-1 毎週月曜日のICTサポー にも意見をうま

授業支援を行い，タブレ ー来校時には，タブレット く伝えられる児
ット活用を積極的に行 を活用した授業を行った。 童が増えてきて
い,漢字・計算を中心に ①-2 どの学年でもドリル学習 いる。
タブレットでのドリル学 を進め，知識理解が深まっ 学校行事や縦割
習を繰り返す。 ている。 り班活動で，高

学年児童は活躍
②-1･2 低・中・高学年で「聞 ②-1･2 聞き方・話し方ともに する場が増え，

き方名人」「話し方名人」 指導に当たることで，基 人前で話をする
を児童に配布し，聞き方 本的な発表の仕方は定着 ことも慣れてき
と話し方の系統的な指導 し，聞き方も改善されて た。
を行う。 いる。

③-1･2 表現できる場を授業中 ③-1･2 授業中には学年に応じ
や全ての教育活動で数多く たタブレットの活用方法
設定し，全ての児童が自信 で，表現活動を行ってき
をもって表現することがで た。行事等でも表現する
きるようにしていく。 機会を増やした。



令和４年度 学校評価 総括評価表(№２） 徳島市方上小学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標による達成度 総合評価
（評定） ○道で会ったとき 明るく気持ちの良

基本的生活 ① 望ましい生活習慣を身に ① 基本的生活習慣の確立に向 ① ８１％の家庭が，基本的 に，大きな声で い挨拶の推進を一
習慣の確立 付け，学校のきまり守って けて，家庭と学校の連携に関 な生活習慣の確立に向けて Ｂ 挨拶をしてくれ 点突破で今後も取
を図る生徒 生活できるようにする。 する肯定的意見の割合を８０ 連携できているという肯定 る児童が増えて り組んでいく必要
指導の徹底 ％以上とする。 的な意見をもっている。 きた。顔見知り がある。

になると，挨拶 明るく気持ちの良
② 気持ちの良い挨拶ができ ② 児童が進んで挨拶を実施す ② 児童８６％，保護者８０ （所見） しない児童がい い挨拶を全児童が
るよう指導を徹底する。 る割合を児童・保護者ともに ％が挨拶ができているとと るが，いつどこ 自然にできるよう

８０％以上とする。 らえている。しかし，小さ 時間を守って， でも挨拶できる 働きかけ，定着さ
な声であったり，自分から 規則正しい生活 子どもに育って せていきたい。
進んでできなかったり，課 ができている。 ほしい。
題は残っている。 校内のきまりを

守り，安全に気
を配って生活し

活動計画 活動計画の実施状況 ている児童がほ
とんどであるが，

① 児童朝会や保健委員会の放 ① 保健委員会による清潔検 一部，ルールが
送等で望ましい生活習慣の定 査の結果の放送や，学校保 守れない児童も
着に向けて徹底を呼びかける 健委員会で児童の生活習慣 いる。
とともに，保護者への啓発を についてのアンケート結果 挨拶は，昨年度
行う。 を報告した。毎月発行して に比べ，大きな

いるほけんだよりで家庭へ 声で気持ちの良
の啓発を続けている。 い挨拶ができる

児童が増えてき
② 生活・体育委員会によるあ ② これまで挨拶が受動的で た。しかし，十
いさつ運動を実施し，継続的 あった児童の中に，自分か 分ではなく，小
に指導し，定着を図る。 ら進んで挨拶をすることが さな声だったり，

できる児童が増えてきた。 自分から進んで
地域の方にも気持ちの良い できなかったり
挨拶ができるようにしてい する児童が見ら
きたい。 れる。全員が気

持ちの良い挨拶
ができるよう，
学校全体で取り
組む必要がある。
しかしながら，
生徒指導上は大
きな問題も無く，
児童が仲良く生
活ができている。



令和４年度 学校評価 総括評価表(№３） 徳島市方上小学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標による達成度 総合評価
（評定） ○授業参観や学習 自分に自信がな

人権尊重の ① 学校教育活動全体を通し ① 縦割り班活動や人権問題学 ① 友だちと仲良く遊んでいる 発表会の様子か く，長所に気付い
精神の涵養 て人権尊重の考えを身に付 習を通して，友だちと仲良く 児童は，９６％以上，協力し Ａ ら，生き生きと ていない児童が多
を図る人権 け，温かく人間味あふれる 遊び，協力して生活できる児 て生活している児童は９２％ 楽しそうな児童 いことが，本校の
教育の推進 豊かな感性をもった子ども 童の割合を９０％以上とす 以上であった。縦割り班活動 の様子を見て， 課題である。友達

を育成する。 る。 を通して，異年齢の児童の関 充実した毎日を のよさを知ると同
わりも生まれている。 （所見） 過ごし，成長を 時に，自分のよさ

感じた。 を実感できる体験
今年度は，縦割 活動や，日々の授
り班で動物園へ 業を進めていかな
徒歩遠足に行き， ければならない。

② 相手の立場に立って考え ② 友達がつらい思いをしたり ② ９２％以上の児童が，友だ 読み聞かせや朝 また，異学年の児
る温かい心をもち，互いの 困っていたりするときは，一 ちがつらい思いをしたり困っ の活動での遊び 童だけでなく，同
違いを認め合い，支え合っ 緒に考えたり行動したりでき たときに一緒に考え，行動で を毎月行ってき 学年のクラスメー
て生活しようとする集団を る児童の割合を９０％以上と きたと答えている。優しく寄 た。異学年集団 トに対する思いや
育てる。 する。 り添う事ができる児童が育っ の縦割り班活動 りの気持ちを育

ている。 で，他学年の児 み，自分も友達も
童同士のつなが 大切にする児童の
りが生まれ，優 育成をさらに進め

活動計画 活動計画の実施状況 しい心情が育っ ていく。
てきている。し

① 教育活動全体でポジティ ① 教職員全員が，児童を褒め かし，「自分の長
ブな行動支援を行い，子ど る言葉をかけるようにしてい 所を知っている」
も一人一人を大切にする教 る。担任外の児童にも全員で という児童は全
育を推進し，優しく思いやり 関わるようにし，認め合う集 体の６４％にと
のある児童を育成する。 団作りに努めた。 どまっていて，

自尊感情を養う
活動や声かけが
今以上に必要で
ある。

② 参観日やＰＴＡ活動など ② 参観日に親子ふれあいフォ
で，人権について考える機会 ーラムを開催し，親子で意見
を設ける。 交換をする機会をもつことが

できた。また，人権学習を参
観日で公開したり，学習発表
会を体育科案で開催し，全児
童の様子を保護者に見ていた
だくことができた。



令和４年度 学校評価 総括評価表(№４） 徳島市方上小学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標による達成度 総合評価
（評定） ○特別支援学級の 特別支援学級の在

個に応じた ① 特別支援教育コーディネ ①-1 児童一人ひとりに応じ ①-1 ７７％の保護者が児童 授業を参観し， 籍児童数が増える
支援を行う ーターを中心に，特別支援 た支援に関する保護者の 一人ひとりに応じた教育が Ｃ 個別に支援して 予定である。個に
特別支援教 教育に関する校内体制を整 満足度を８０％以上とす 行われているととらえてい くれている様子 応じた学習指導や，
育の推進 備し，全教職員の共通理解 る。 る。 が分かった。 基礎基本の定着，

のもと，保護者・地域への 望ましい生活習慣
啓発と教育活動の推進を図 ①-2 児童理解のための情報 ①-2 児童理解のための情報 （所見） ○表現力の向上に など，カリキュラ
る。 交換会を学期に１回実施 交換は，１学期しかでき 向けて，児童に ムの見直しが必要

する。 なかったが，問題行動等 小規模校ならで さらなる指導を である。
については，その都度， はで，全職員が お願いしたい。 また，保護者，児
共通理解している。 全児童に関わり， 童ともに，教員の

ポジティブな声 学習指導の在り方
② 児童一人ひとりに応じた ② 各々の子供の特性に応じ， ② ８３％の児童が，先生は かけを行ってい に満足している割
支援を行うために，教育内 頑張ったことを教師から褒 自分の頑張ったことを褒め る。まだまだ自 合が昨年度より下
容や教育方法の工夫改善を められていると感じている てくれるととらえている。 分に自信がもて がっている。この
図る。 児童が８５％以上を目指す。 ポジティブな行動支援が， ず，苦手意識を 現状を真摯に捉え，

十分ではない。 抱えた児童もい 学校全体で，個に
るが，個別に支 応じた指導を進め

活動計画 活動計画の実施状況 援をしていくこ ていきたい。
とで，児童も安 褒める声かけは継

①-1 特別支援教室での学習 ①-1 毎学期，特別支援学級 定した学校生活 続し，児童一人ひ
の様子を職員に公開し， の学習を参観し，在籍児 を送ることがで とりを大切にした
共通理解を深める。 童の特性や個別の支援に きている。 学校になるよう，

ついて理解した。 しかし，保護者 教職員間でもプラ
①-2 児童理解を目的とする ①-2 校内研修で全ての教員 や児童の思いに スの情報交換を行

校内研修を全ての教員が が研究授業を行い，各学 は，届いていな っていく。
行う。特に気になる児童 級の児童の把握，及び指 いのが現状であ
については，全教職員の 導方法について研修を行 る。
目で観察・指導を行う。 うことができた。

②-1 教育活動全体において ②-1 児童を褒める言葉かけ
児童の頑張りを褒める機 を心がけ，全職員が全て
会を設ける。 の児童に関わるようにし

ている。
②-2 家庭との連絡ノートや ②-2 家庭とは電話での連絡

電話連絡を密にすること で，健康面・生徒指導面
で，保護者との良好な関 について，連携を行って
係の維持に努める。 いる。即日対応に心がけ，

大きな問題はなかった。



令和４年度 学校評価 総括評価表(№５） 徳島市方上小学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標による達成度 総合評価
（評定） ○学校の運動場が 本年度は，縦割り

心身ともに ① 異学年集団を中心とした ① 様々な異学年集団活動に ① ８９.７％の児童が満足と 放課後や休日に 班活動を見直し，
健康な児童 活動を通して，豊かな人間 対する児童の満足度を８５ 答えた。縦割り班の活動を本 Ｂ 使えたら，一緒 ボランティアや読
を育てる特 性や社会性を育む。 ％以上とする。 年度は遊びや読み聞かせを毎 に運動に取り組 み聞かせだけでな
別活動の 月行うことができた。 みたい。 く，遊びを取り入
推進 れた。体力向上に

② 心身の健全な発達や健康 ②-1 学校でも家庭でも，元 ② ８２.５％の児童が，運動 （所見） ○学校給食では， もつながり，異学
の保持増進などについての 気いっぱいに運動してい に取り組んでいると答えた。 バランスのとれ 年で休み時間に遊
関心を高めるための活動を る児童の割合を８５％以 休み時間等，学校での運動の 休み時間の外遊 た食事ができ ぶ姿が見られるよ
推進する。 上とする。 機会を充実させる必要があ びは，２極化が る。家では偏食 うになった。しか

る。 あり，室内ばか があり，嫌いな し，運動について
②-2 生活調査や食育の授業 ②-2 生活調査は，継続してお りで過ごす児童 物はなかなか食 は，２極化が見ら

を行う。 り，長期休業中についても もいる。 べてもらえない れる。運動が苦手
基本的な生活習慣が崩れな 家庭でも同じよ ので，学校では な児童への働きか
いよう自己評価を行った。 うな状況で，ほ 頑張って食べて けが課題である。
食育については，ゲストテ とんど運動しな いるようで給食
ィーチャーを招き系統的に い児童もいる。 は有難い。
指導を行ってきた。 保健委員会の活

動は，清潔で病
気の予防を意識

活動計画 活動計画の実施状況 づけるには効果
的であった。

① 異学年班での読み聞かせ ① 毎月，読み聞かせや，遊び 今年度は，学校
や遊びを毎月実施し，動物 の活動を異学年のなかよし班 保健委員会を参
園への遠足に行き，異学年 で行ってきた。動物園への遠 観日に開催し，
での交流を図る。 足や運動会のリレーもなかよ 多数の保護者に

し班で取り組み，年間通じて 参加いただいた。
同じグループでの交流を図る 本校児童の生活
ことができた 習慣について現

状を伝えるいい
機会であった。

②-1 体育学習の充実と休み ②-1 外遊びは，する子としな
時間の外遊びの推奨を行 い子に分かれてしまってい
い，運動が好きな児童を るが，毎月１回の縦割り班
育てる。 にの遊びも，運動の機会に

なっている。
②-2 保健委員会の生活調査

②-2 保健委員会の生活調査 で，清潔な身なりや朝ご飯
を毎週全校放送し，意識 を食べるなど，児童の意識
の継続を図る。 が途切れないよう意識づけ

ている。学校保健委員会で
は，全校児童保護者を対象
に本校児童の生活習慣につ
いて調査し，報告する機会
を得た。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標による達成度 総合評価
（評定） ○コロナ禍で開催 行事等については，

開かれた学 ① 学校と家庭・地域との連 ①-1 個人懇談，参観日，運動 ①-1 今年度は，分散の参観 できていなかっ これまでコロナ禍
校づくりの 携を密にし，子どもの教育 会など保護者や地域の方が 日の他，学習発表会は体 Ｂ た夏祭りが，こ で中止したり，縮
推進 を中心とした信頼関係と協 学校に来る機会を開催方法 育館で行い，多くの保護 れまでと違う形 小したりしていた

力体制を築く。 を工夫して実施する。 者に来ていただくことが ではあったが， ことが，見直され
できた。 開催できてよか る時期にきている。

①-2 教育活動の様子が保護者 ①-2 ホームページや方小だ （所見） った。 ＰＴＡの役員につ
に伝わるようにする。 よりで，教育活動の様子 いては，部会を再

を写真入りで伝えるよう 昨年度に引き続 ○様々な行事を復 編し，新たなＰＴ
にしてきた。 き，個人懇談， 活したり，親子 Ａ組織を立ち上げ

参観日，運動会 で一緒にできる て，令和５年度の
② ＰＴＡ主催の行事や学校 ② 方小祭りの実施や学校評議 ② 夏に行うお祭りを３学期 と，保護者に学 行事を行ってほ 活動を行っていく。
評議員会・学校運営協議会 員会・学校運営協議会の学期 に延期したが，保護者のボ 校に来ていただ しい。 保護者や地域に開
等で，地域や保護者の意見 ごとの実施で，学校への建設 ランティア活動で実施でき く機会があった。 かれた学校となる
をしっかりと聞き入れ，学 的な意見を吸い上げる。 た。学校評議員会・運営協 加えて，保護者 ように計画をして
校運営に活用する。 議会は２回実施し，学校へ が体育館に集ま いきたい。

の要望等，うかがうことが っての学習発表
できた。 会や学校保健委

活動計画 活動計画の実施状況 員会を開催する
ことができた。

①-1 個人懇談や参観日，運動 ①-1 参観日の他，親子ふれ また，オープン
会を行い，保護者との連携 あいフォーラムや学習発 スクールでは，
を保つようにする。 表会，学校保健委員会と 親子ふれあいフ

児童の様子を見ていただ ォーラムを開催
き，伝える機会が昨年度 し，ゲストティ
より多くもつことができ ーチャーを招い
た。 て，親子で意見

①-2 学校ホームページ，学校 ①-2 様々な学校での様子を を交わすことが
だより，学年通信，保健だ 写真を交えた学校だより できた。
より等を通じて学校での教 や学年通信で伝えた。 ＰＴＡ行事では，
育体制が具体的に保護者に 役員会やお祭り
伝わるようにする。 を実施し，保護

者の意見や要望
② ２年間できていなかった夏 ② 方小祭りが６年生保護者 を聞く機会が増
祭りを，開催方法を工夫して のボランティアの力をお借 えた。
行う。 りして，開催することがで 学校の様子を伝
今年度から学校運営協議会 き，今後のお祭りの在り方 える手段として

を立ち上げ，地域とともに生 についても考え直す機会を は，学校だより，
きる児童を育成するための意 得た。 学年だより，保
見交換を行っていく。 学校運営協議会も２回開 健だより等に加

催し，貴重なご意見をいた え，ホームペー
だくことができた。 ジを活用した。




